
皆さん こんにちは お忙しい中お時間をいただきありがとうございます。

今回もリモートでの決算説明会になりますがよろしくお願いします。

それでは、資料の３ページをご覧ください。







第3四半期を振り返りますと、上半期に続き産業機械は工作機械、半導体が堅調に

推移しましたが、自動車については半導体をはじめサプライチェーンの問題による生産調整

が想定より長期化しました。

また、鋼材価格や海上運賃の上昇も継続し、欧米をはじめ、オミクロン株の拡大の

影響も出始めました。

そのような中で、2022年第3四半期YTDの数字は、

売上高 6,328億円 営業利益 208億円 営業利益率は3.3%

当期利益は121億円となりました。

対前年同期で 売上高は1,024億円の増収 営業利益は 258億円の増益、

当期利益は200億円の増益になりました。

4ページで説明の補足をします。



当第3四半期の営業利益には 自動車部品事業での減損損失90億円と

土地の売却益の98億円が計上されており、ネットでプラス8億円の影響です。

また、足元の当第3四半期の10月から12月の3ヶ月の売上高は2,150億円、

セグメント利益では43億円となりました。

3ページで示しましたとおり、売上高は対前年同期で6億円の増収、

セグメント利益は23億円の減益となっています。

増収減益の主な要因は主に物量の影響となります。

売上高は対前年で6億円の増収ですが、為替の影響を除くと約90億の減収となっており、

この影響が効いています。

また、円安による為替益があったものの、調達コストの増加等もあり、

遺憾ながら対前年同期で減益となりました。

それと、当第2四半期から当第3四半期にかけてセグメント利益が減少していますが、

主な要因は自動車事業の減益です。事業別の業績のスライドにて改めてご説明します。

当第3四半期YTDの営業利益208億円につきまして、

対前年同期で258億円の増益となった要因を次ページのＶチャートで説明します。



Ｖチャートについて左手側から順にご説明します。

物量/MIXは、為替の影響を除いた実質の売上増加分の740億円により、378億円の

増益効果となりました。

コスト低減と売価下落については計画通りの進捗で対前年で10億円の改善です。

原材料価格は89億円上昇し、それに対し45億円の売価値上げを進めました。

費用増減については対前年で145億円の費用増加になりました。

内訳は、労務費で85億円の増加で、前年度の雇用調整助成金など一過性の約50億円

を除くと35億円の増加です。償却費、設備費は13億の増加、販売管理費等は48億円

の増加になりました。増加の主な内容は、輸送費等のインフレの影響の20億円とステアリン

グ事業の一過性費用の発生になります。

為替影響は円安効果で62億円の増益、持分法利益/その他の営業費用は3億円の

減益。

結果、営業利益は208億円となり、対前年同期で258億円の増益となりました。

続いて、事業別の業績報告となります。



こちらは 産業機械事業になります。

産業機械事業の当第3四半期累計の売上高は2,522億円になりました。

前年同期比560億円の増収で、約29％の伸びとなりました。

セグメント利益は222億円で、主に物量増により対前年同期でプラス197億円の増益、

利益率は8.8％となっております。

当第3四半期の事業環境は、前半実績に続いて好調を維持しております。

工作機械、半導体設備装置向けの需要は依然好調であり、受注も高水準で推移してい

ます。一方で 風車・鉄道の需要は前半に引き続き横ばいの状況ではありますが、産業機

械事業は前年の第1四半期を底に、６四半期連続で売上高の回復とともに収益の改善

を進めることができました。

続いて自動車事業になります。7ページをご覧ください。



こちらが自動車事業になります。

自動車事業の当第3四半期累計の売上高は3,530億円

セグメント利益はマイナス39億円です。

軸受事業は黒字を継続していますが、自動車部品事業の赤字により自動車事業全体で

2四半期連続の赤字となりました。さらに、当第3四半期では 自動車部品事業で減損

損失を計上しており、営業利益ではマイナス130億円、営業利益率はマイナス3.7％と

なりました。

対前年同期で売上高は343億円の増収、営業利益は37億円の減益です。

当第3四半期のグローバル自動車生産台数の累計実績は、IHSマークイットによると

約5,600万台となっており、半導体など部材の供給問題が続き、自動車生産台数は

対前年同期でマイナス２％となっています。

当社の売上高はサプライチェーン問題により計画より下振れましたが、対前年同期で

約11％、為替の影響を除いても7％のプラス回復をすることができました。

続いて、当第2四半期から当第3四半期にかけての増収減益となりました減益要因

です。5ページでご説明したとおり、第3四半期においてステアリング関係の一過性費用を

計上したことと、鋼材価格等のインフレの拡大、さらに需要変動の中、生販差の影響が

発生したことによります。

当第3四半期の実績の説明は以上になります。

続いて通期予想についてです。9ページをご覧ください。





2022年1月31日の決算発表時に公表させていただきましたとおり、11月公表の通期予

想を下方修正いたしました。

事業環境の前提は、産業機械事業は好調継続。一方で自動車事業はサプライチェーン

リスクの継続とオミクロン株による操業調整による減収を織り込みました。

鋼材価格の上昇および電力等のインフレの影響拡大については、当第3四半期までの実績

と、さらに見込まれる影響を織り込みました。

なお、為替レートは当第3四半期の実績レートを当第4四半期の見通しに適用しました。

売上高は オミクロン株の拡大や部品不足の影響で、実質50億円の下振れを見込みます

が為替レートの見直しによる換算差のプラス影響を加味し、8,600億円を維持します。

セグメント利益については、60億円下方修正して300億円。営業利益については

第3四半期で計上しました減損損失の90億円等も反映し、145億円下方修正の

300億円。当期利益は195億円への修正となります。

なお、配当金については計画どおりの1株当たり年間25円で予定させていただきます。

利益の見直しの詳細については、次ページのＶチャートでご説明します



スライドの左側が前年実績から11月の公表時の業績予想までの利益増減になります。

そして右側が今回の業績予想の修正内容になります。

11月公表の業績予想では、コストダウンの計画は予定どおりの実行を見込み、原材料価

格の上昇は当初想定の60億円を大幅に上回る120億円に拡大することを織り込みまし

た。また、市場への売価是正の目標を当初計画の40億円から70億円へ引き上げました。

費用増減については、当初計画の105億円増から150億円増と45億円の増加を織り込

みました。内訳は、人件費が10億円。販売管理費等は35億円の増加で、主に輸送費用

のインフレ影響です。そして、為替影響を見直し、物量減の影響も入れて合計で85億円

下方修正し、445億円の業績見込みとしました。

今回の修正では、為替影響を除いた主に自動車の減産影響による物量減少で10億円の

減益。原材料上昇に対する売価転嫁は11月の計画プラスアルファを達成する見込みで

すが、原材料価格は足元でさらに上昇しており、売価転嫁と原材料上昇の影響がネットで

10億円の減益要因となります。費用は55億円の増加で、主な内訳は、ステアリング事業

における一過性費用や、産機の物量増加に対応するための労務費増加、そして電力や副

資材などのインフレ影響の拡大です。なお、ステアリング事業の一過性費用には構造改革に

関する費用を第4四半期に織り込んでいます。

これらに自動車部品事業の減損損失90億円と、為替の影響プラス20億円を合わせて

11月公表の445億円の営業利益から145億円減益の300億円に修正させていただきま
した。



続いて、事業セグメント別の数字です。

上段が 産業機械事業になります。

先ほど 通期予想で申し上げたように当第4四半期も工作機械や半導体製造装置向け

需要は堅調が継続すると考えています。通期では3,430億円の売上高で、

セグメント利益では315億円 セグメント利益率9.2％を見込んでいます。

11月公表の予想に対し、30億円の増収で、セグメント利益は人件費とインフレの影響に

より5億円の減益を見込んでいます。

なお、第4四半期の利益率は10%台の回復を目指します。

続いて自動車事業です。

自動車の生産台数の見込みですが、11月予想時は半導体不足等による供給問題も

自動車メーカーの巻き返しが行われるという前提で7,600万台と見ていました。

しかし、後半もサプライチェーン問題は回復の途上にあり、オミクロン株の影響も含め、

さらに約100万台の減産を織り込み、通期で7,500万台と見込んでいます。

その中で、売上高は11月予想に対し マイナス10億円の4,790億円、セグメント利益は

マイナス40億円の見込みとなります。第4四半期では第3四半期からの生産台数の回復に

よる物量増と鋼材価格交渉の反映も含め、営業利益の黒字回復を目指します。

次に今後の取り組み方針について説明致します。

13ページを御覧ください。





こちらが今後の取り組み方針になります。

これまでご説明させていただきましたように、今期のポイントは、１つ目は鋼材、その他インフ

レが非常に激しく、大きく、早く進んでいること。そして２つ目がコロナ、半導体不足をはじめ

とした供給問題が想定より長引いていること。それに伴い、自動車生産の回復の遅れや、

需要のアップダウンが大きくなっていること。そして、最後にステアリング事業です

この課題認識のもと、13～14ページにポイントを記載させていただきました。

１つ目が、インフレ拡大による収益の圧迫とその対策です。11月時点で織り込んだ原材料

上昇120億円に対する市場価格への反映の完了を目指していますが、問題は、海上運賃

や電力等も含めたインフレの拡大への対応です。これまで我々の原価低減努力の中で吸

収してきましたが、今後の動向次第では、価格転嫁も含めた新たな検討が必要と考えてい

ます。

２つ目は、サプライチェーンそして新型コロナリスクの継続です。サプライチェーン問題に起因し

たお客様の増減産による不安定稼働や、新型コロナ感染拡大による操業停止によってアウ

トプットが減少するリスクです。

生産変動と生産体制のアンマッチが常態化する中で、生産効率の悪化による収益の悪化

をどのようにミニマム化していくか、です。現在、在庫が増えた状態ですが、この在庫レベルを

維持して運営していくことに基本なると考えます。

続きまして14ページです。



サプライチェーンが回復していく中で、需要の回復に向けての適正人員を確保していくことを

重点に置きます。ご存じのように労働力不足のため、各地で増産対応の人手に苦労してい

ます。そのためここをキープし、コストとして受け入れて運営していくということです。ボリュームが

戻ってきたときに、その拡大機会を収益に結びつけていくことを狙います。

また、中長期目線になりますが、特に電動化で我々の並径・小径ビジネスは右肩上がりに

伸びていきますので、ここの増強計画をしっかりと進めていきます。

最後に、ステアリング事業の構造改革についてご説明申し上げます。

ステアリング事業は、コラムタイプから下流アシストタイプへの技術トレンドの移行によって収益

が縮小する中、下流アシストタイプへの商品ラインナップを広げて受注活動を進めてきました。

開発は完了しましたが、受注活動は途中です。フォルクスワーゲンとの協業開始は１つの

成果ですが、当中期計画で想定した回復のシナリオに遅れが出ているため今後の事業計

画を見直し、その計画をもとに減損判定を行いました。その結果、90億円の減損損失を、

当期の第3四半期に計上しました。

これまでもステアリング事業の縮小に伴う固定費等の圧縮は進めてきましたが、事業環境の

大きな変化の中で、さらに収益改善を進める必要が出てきました。我々としては、ここに掲げ

ました、拠点の再編、収益改善、人員配置転換、この３つを柱に黒字事業への転換を進

めていきます。

＞スクリプトは次ページに続いています。



１つ目の拠点の再編では、各地拠点での生産品目等の見直しによる再編で、地域での

固定費の圧縮を進めていく施策になります。

２つ目が収益改善です。グローバルで生産品目の集約や最適調達を進め、コスト改善を

進めます。

３つ目が、人員の配置転換です。技術、生産、また、間接部門も含めてリソースの再配置

を行うことでステアリング事業の固定費を圧縮するとともに、これからの成長を考え、NSK全

体での人材の活用やリカレント教育も実施して、このリソースを有効に活用していきます。

この構造改革の狙いとしては、来期末までにプロジェクトを完了させ、その中で黒字体質への

転換を目指すことです。それと同時に、今仕掛けている拡販のための新規開発車両への対

応とその受注活動も継続していきます。詳細は、次の中期経営計画の事業計画の中で、

皆さんにご紹介する予定です。

以上、簡単ですが、2022年3月期第3四半期の決算説明とさせていただきます。














